
 
シンポジウム「歴史が導く災害科学の新展開」を開催しました（2 0 1 8 / 2 / 1 0 ） 
 
テーマ：文理融合型の災害科学研究 

場所：東北大学災害科学国際研究所 多目的ホール 

 
 ２月 10 日（土）東北大学災害科学国際研究所多目的ホールにおいて、シンポジウム「歴史が

導く災害科学の新展開」を開催いたしました。このシンポジウムは、東日本大震災をうけて展開

された文化財や歴史資料の保全活動や、東北地方で過去に発生した歴史災害に関する研究の成果

を報告し、歴史資料の保全・活用と文理融合型の災害研究を相互的に発展させるための意見交換

を目的としておこなわれました。また、１月 26 日に東北大学と人間文化研究機構、神戸大学が 

「歴史文化資料保全の大学・共同利用機関ネットワーク事業」の推進のために連携協定を締結  

したことをうけたキックオフイベントとして、関係機関の研究者９名による研究発表とパネル 

ディスカッションがおこなわれました。講演内容は以下のとおりです。（下線は災害研所属教員） 

 

第１部 文理融合型による災害研究の展開 （司会：サッパシー・アナワット） 

今村文彦(災害科学国際研究所 所長)：「災害科学国際研究所における文理融合型の研究活動について」 
柳澤和明(東北歴史博物館 研究員)：「貞観地震・津波研究の現状と課題―陸奥国府多賀城跡に  

おける被害と復興を中心に―」 
後藤和久(災害リスク研究部門 准教授)：「地質記録にみる東北地方太平洋沿岸の津波履歴」 
蝦名裕一(人間・社会対応研究部門 准教授)：「歴史学研究の観点からみた慶長奥州地震津波」 
平野勝也(情報管理・社会連携部門 准教授)：「土木史からみる石巻と北上川」 
 
第２部 被災史料を活用した新たな研究の展開（司会：佐藤翔輔） 
菊池慶子(東北学院大学文学部 教授)：「仙台湾岸における海岸防災林の履歴」 
小野塚航一(神戸大学大学院 博士課程後期)：「大船渡被災史料の紹介とその可能性」 
熊谷 誠(岩手大学地域防災研究センター 特任助教)：「唐丹村行政文書にみる昭和三陸津波への対応」 
川島秀一(人間・社会対応研究部門 教授)：「三陸沿岸と災害文化」 

 

 第１部では、まず今村所長から本シンポジウムの趣旨と、災害研究における文理連携の意義

について、当研究所が実践してきた先進的な研究活動について述べられました。次に柳澤報告

では 869 年貞観地震研究についての考古学研究における成果と争点について、後藤報告では 

地質学的観点から東北地方から北海道にかけて分布する 17 世紀前半の津波イベントの分析、

蝦名報告では 1611 年慶長奥州地震津波に関する史料について歴史学的見地からの解釈につい

て、さらに平野報告では土木研究の観点からみた北上川の開発史について述べられました。 

 第２部では、菊池報告で歴史資料に基づく仙台湾岸における防災林の形成の歴史について、

小野塚報告では神戸大学で実施している東日本大震災の被災史料の保全とそこから判明した 

被災地の歴史について、熊谷報告では行政文書の分析から唐丹村における昭和三陸地震津波の

被害と復興について、川島報告では津波を伝える三陸地方の石碑や伝承、人々の暮らしについ

て述べられました。 

 これらの報告をうけたコメントとして、奥村弘神戸大学教授は地域の災害の歴史や災害文化

をこれからの防災に結びつけいくことの必要性、平川南人間文化研究機構理事よりこれからの

災害研究において人文学の持つ意義が問われていること、その中における史料保全にむけた 

全国の史料ネットの活動や先日の３者連携の意義について述べられました。 

その後、今村所長と奥村教授をコーディネーターとして、登壇者によるパネルディスカッ  

ションが行われました。会場からの質問をうけて最新の研究状況や被災地での課題について、

さらに文理融合の具体的な実践方法やその効果や将来の展望について議論が展開されました。

閉会に際しては、当研究所前所長である平川新宮城学院女子大学学長から、これからの災害  

研究や文理融合の推進にあたり歴史学が大きな役割を果たす存在であること、全国的な史料 

保全は長年の大きな課題であり本事業の開始が大きな一歩であるという意義について述べられ 

ました。 

文責：蝦名裕一（人間・社会対応研究部門） 

（次頁へつづく） 



 
 

今村文彦所長 菊池慶子氏 

会場の様子 パネルディスカッション 

 

  


